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去
る
10
月
20
日
㈫
〜
11
月
１
日
㈰
、

「
丹
後
ち
り
め
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創
業
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０
０
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を
、

丹
後
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０
年
事
業

実
行
委
員
会
と
当
組
合
主
催
に
て
、

組
合
加
工
場
敷
地
内
の
旧
和
装
棟
を

使
用
し
た
特
設
会
場
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。
丹
後
産
地
で
の
開
催
は

約
20
年
ぶ
り
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
さ
れ
る
な
か
、
丹

後
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０
年
を
記
念

す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
初
日
の
10
月
20
日
に
は
第
71
回
丹

後
織
物
求
評
会
審
査
会
が
実
施
さ
れ
、

組
合
員
事
業
所
35
社
よ
り
出
品
さ
れ

た
１
８
６
点
の
作
品
に
つ
い
て
、
野

瀬
兼
治
郎
氏
（
京
都
織
物
卸
商
業
組

合
理
事
長
）
を
審
査
委
員
長
に
総
勢

12
名
の
審
査
員
に
よ
り
、
市
場
性
・

織
り
技
術
な
ど
を
基
準
に
審
査
が
行

わ
れ
た

結

果
、

経
済
産

業
大
臣

賞
に
「

ぼ
か
し

サ

ヤ

」

（

羽

賀

織

物
・

与
謝
野

町
）
が

選
出
さ

れ
る
な

ど
13
作

品
が
入

賞
し
ま

し
た
。

　
さ
ら

に
今
回
、

特
別
審

査
と
し

て
「

男

の
き
も

の
」
部

門
の
８

業
者
よ

り
出
品

さ
れ
た
17
点
の
作
品
に
つ
い
て
会
期

中
の
来
場
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

投
票
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
創
業

３
０
０
年
を
記
念
し
た
特
別
賞
を
創

設
し
、
出
品
さ
れ
た
１
８
６
点
に
つ

い
て
来
場
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

投
票
を
受
け
付
け
た
結
果
、
「
男
の
き

も
の
」
部
門
の
最
高
賞
で
あ
る
「
伊

達
男
（
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
）
・
き
も
の

賞
一
席
」
に
「
御
召 

ア
ジ
ロ
」
（
株

式
会
社
ワ
タ
マ
サ
・
与
謝
野
町
）
、

「
３
０
０
年
特
別
賞
」
に

つ
い
て
は
、
来
場
者
に

よ
る
投
票
で
は
「
振
袖

　

瑞
流
」
（
株
式
会
社
ワ
タ

マ
サ
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
投
票
で
は
「
市
松

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
（
江

原
産
業
株
式
会
社
・
与

謝
野
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
10
月
21
・
22
日
に
は

「
第
71
回
丹
後
織
物
求
評

会
・
展
示
商
談
会
」
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、

21
日
に
は
京
都
府
議
会
議
員
の
中
島

武
文
議
員
、
森
口
亨
議
員
を
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
出
席
の
も
と
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
12
日

間
に
及
ぶ
展
示
一
般
公
開
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
会
期
の
冒
頭
に
は
、

当
組
合
の
今
井
英
之
理
事
長
か
ら
「

丹
後
産
地
の
将
来
像
に
つ
い
て
」
の

発
表
が
行
わ
れ
、
創
業
３
０
０
年
を

契
機
に
次
な
る
１
０
０
年
向
け
て
の

決
意
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。（
４
Ｐ

参
照
）

　
続
い
て
、
丹
後
ち
り
め
ん
創
業

３
０
０
年
実
行
委
員
会
の
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
玉
田
泉
さ
ん
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
佐
藤
俊
博
氏
、
当
会
場
の
デ

ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
広
谷
純
弘

氏
を
は
じ
め
地
元
織
物
事
業
者
、
さ

ら
に
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
方
々

が
リ
モ
ー
ト
出
演
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
９
Ｐ
参
照
）
が
行

わ
れ
、
そ
の
模
様
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
生
配
信
さ
れ
ま

し
た
。

　
展
示
会
場
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
21
・
22
日
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談

会
（
９
Ｐ
参
照
）
を

実
施
し
、
９
社
が
積

極
的
に
商
談
を
行
う

と
と
も
に
、
組
合
員

41
業
者
か
ら
出
品
さ

れ
た
２
７
４
点
（
求

評
会
出
品
作
品
を
含
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む
）
の
作
品
、
丹
後
ち
り
め
ん
創
業

３
０
０
年
事
業
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
成
果
発
表
や
絹
友
会
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
、

西
陣
織
工
業
組
合
の
ご
協
力
の
も
と

丹
後
産
地
で
製
織
さ
れ
た
先
染
織
物

を
中
心
に
、
今
年
１
月
に
開
催
さ
れ

た
西
陣
織
大
会
の
受
賞
作
品
等
を
展

示
し
ま
し
た
。
ま
た
別
棟
で
は
、
大

京
都
芸
術
祭
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展

示
や
丹
後
ち
り
め
ん
ポ
ス
タ
ー
き
も

の
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
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Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
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Ｏ
Ｒ
Ｍ
事
業
で
製
作

さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
、

ま
さ
に
創
業
３
０
０
年
を
記
念
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
業
界
関
係
者
の
み
な
ら

ず
、
組
合
員
や
地
元
住
民
の
方
々
が

多
く
来
場
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
な
か
、

延
べ
12
日
間
で
約
１
，０
０
０
名
の
来

場
者
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
12
月
14
日
開
催

の
総
代
会
の
席
上
に
て
執
り
行
う
予

定
で
す
。

入　 賞　 作　 品

経 済 産 業 大 臣 賞 第１ 部 ぼかし サヤ 羽賀織物

中 小 企 業 庁 長 官 賞 第２ 部 丹後織　 御召　 単衣　 七宝市松 ㈱ワタ マサ

経 済 産 業 省 製 造 産 業 局 長 賞 第１ 部 紋意匠１ ３ ｍオパール縫取 吉村機業㈱

〃 第１ 部 意匠と ６ 越ウズラ ① ㈱一色テキスタ イ ル

農 林 水 産 省 生 産 局 長 賞 第２ 部 薔薇 江原産業㈱

近 畿 経 済 産 業 局 長 賞 第１ 部 絽ちり めん 安田織物㈱

京 都 府 知 事 賞 第１ 部 木賊ちぢみ　 角通し 丸に菱 田勇機業㈱

〃 第１ 部 縫取半衿レ ース ㈱糸利

全 日 本 き も の 振 興 会 会 長 賞 第１ 部 潮騒鼠 織元金重

京 都 織 物 卸 商 業 組 合 理 事 長 賞 第１ 部 ボカ シ市松 ㈲丸栄織物工場

日 本 絹 人 繊 織 物 工 業 組 合 連 合 会

理 事 長 賞
第２ 部

T A M IY A  RA DEN ×
A RLNA T A
COLLABORATION OBI

民谷螺鈿㈱

日 本 絹 人 繊 織 物 工 業 会 会 長 賞 第１ 部 童話シリ ーズ『 白雪姫』 ㈱吉村商店

繊 研 新 聞 社 賞 第２ 部 紋紗合せ　 振袖 松田織物㈲

【  特  別  審  査 】

３ ０ ０ 年特別賞 第１ 部 振袖　 瑞流 ㈱ワタ マサ

３ ０ ０ 年特別賞（ オンラ イ ン） 第２ 部 市松グラ デーショ ン 江原産業㈱

伊達男（ ダンディ ズム）・ きも の賞　 一席 第３ 部 御召　 アジロ ㈱ワタ マサ

伊達男（ ダンディ ズム）・ きも の賞　 二席 第３ 部 ダイ ヤ菱 江原産業㈱

※第１ 部…後染織物　 　 第２ 部…先染織物　 　 第３ 部…男のきも の
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〔 全体所見〕

• 300 周年と いう こ と で、 創意工夫さ れていまし た。

• 丹後の得意分野での新作意欲を感じ まし た。

• 紋意匠は、 総じ て大柄になっ ている のでし ょ う か。 後加工

で京友禅を 施す折には、 やはり 小柄の方が流通上ではニー

ズがあると 思います。

• 好味が多様化する なかで、 狙いを 絞る こ と が難し い状況で

はあり ますが、 感覚的に消費者の方が引き 付けら れる よ う

な商品を是非と も 考えていただき たいと 思います。

• 今回は無地系統の作品が少なく 寂し く 思いまし たが、 美し

く 染まっ ている も のが多く 、 創作意欲の湧く 作品が多く あ

り まし た。

• 紋系統の文様が新し く 感じ る も のは数点あり まし たが、 多

く は従来の感じ でし た。 1 点、 若者と コ ラ ボし た作品が注

目を 集めていまし た。 今後の取り 組みと し て大いに期待で

き ます。

• も う 少し 無地系統の生地があれば良かっ たと 思います。 機

屋が色々考えても のづく り を さ れている こ と が良く 感じ る

こ と ができ まし た。 最近は平均気温が高いので、 サラ ッ と

し ている単衣生地があればと 思います。

• 柄の見え方の変化、 色の出方の変化等、 と ても 工夫さ れて

いる 作品が多く 面白い。 また、 撚糸や組織での風合いの出

し 方、 新し いデザイ ナーと のコ ラ ボ作品等、 新し いも のづ

く り への意欲を 感じ ます。 も っ と 出品点数が増える こ と を

期待し ています。

〔 産地へのアド バイ ス〕

• 素材があり 、 加工がある。 加工は素材を 選びます。 お互い

に産地の情報交換を し ながら 、 不透明な時代を 乗り 切り た

いと 思います。 素材あっ ての加工、 京友禅であり ます。

• 小紋、 着尺、 付下、 訪問着のアイ テム毎に工夫さ れている

こ と は、 良く 理解でき ますが、 も う 一工夫さ れる と 目新し

い素材ができるかも 分かり ません。

• 大変なこ と ではあり ますが、 産地が生き 残る ためによ り 柔

軟な考え方を 持っ てやっ ていただき 、 我々京友禅に携わる

業界により 良い素材をお願いし ます。

• 学生や若い女性、 実際にお召し になる 方々の声を 取り 入れ

て、 新し い文様作り に期待し たいです。

• 流通から 販売のラ イ ン を 固定し 、 ネッ ト やホームページ等

の強化を し ていけたら 、 全国から 注目さ れる と 思います。

他分野の産業と のコ ラ ボレ ーショ ンも 面白いと 思います。

• 若い人の育成も 問屋、 小売店も 含めて一つで考えていかな

ければいけないと 思います。

• 他産地、 他業種、 デザイ ナーなど、 新し い技術や発想と の

コ ラ ボ等を 増やし ていただき 、 新し い丹後ち り めんを 見た

いです。

〔 その他〕

• 種々の方面へ投げ掛けを さ れている こ と は、 大変素晴ら し

いと 思います。 是非と も 継続し てやっ ていっ てく ださ い。

• イ ン スタ グラ ム、 SNS などで、 どんどん丹後織物の魅力を

世界に発信し てく ださ い。 海外の方々はも ち ろ ん、 日本人

も 敏感に反応し ます。

• 京都発で、 全国で PR するべき だと 思います。

第 1 部（ 和装小物）

〔 全体所見〕

• 丹後の伝統的な組織、 柄が多いよ う に思います。 丹後織の

継承は大切に思います。（ 継続は力なり ）

• 全体と し て、 小物も 例年以上の作品が多かっ たよ う に感じ

まし た。

〔 産地へのアド バイ ス〕

• 織り 手が高齢になっ ており 、 若い人が必要です。

• 振袖用の生地があっ ても 良いのではと 思います。

• 生産にあたっ ては、 前売り の商品担当者と 交流し て、 よ り

感度の高い織り と 色を 表現でき る よ う にさ れる こ と を 期待

し ています。

第 2 部（ 先染織物）

〔 全体所見〕

• 全体と し てはよ く でき ている と 思いますが、 厳し く 言わせ

ていただければ新し さ が今少し ほし かっ たと 思います。 呉

服業界は厳し い状況ではあり ますが、 産地、 前売り 、 お互

いに頑張っ て業界発展に努めていき まし ょ う 。

• すべてにおいて、 見事な出来栄えでし た。 そのなかでも 洗

いが可能、 デザイ ン を 工夫し たも の、 イ メ ージを 凝ら し た

も の、 エコ を 凝ら し たも の等、 現代的な発想に飛んだ素晴

ら し い作品が数多く あり まし た。次世代を担う ク リ エータ ー

が、 今後と も 排出さ れ続けるも のと 感じ 入っ た次第です。

• カ ジュ アルに着ら れそう なポッ プなデザイ ン が多く 感じ ら

れまし た。 一釜でも 精密にジャ カ ード 表現がさ れていて、

技術が高く 感じ まし た。 経糸と 緯糸で異なる 色素を 使い、

こ れにジャ カ ード を 組み合わせる こ と でシャ ン ブレ ーが表

現さ れ、 生地に奥行き が感じ ら れまし た。 耳が地よ り 密度

が濃く 、引き つっ ている反物があり 、残念でし た。 糸密度、

または織物組織を緩く する工夫が必要だと 思います。

〔 産地へのアド バイ ス〕

• 今後と も 、 私ども 前売り と 協力し て頑張っ ていけたら と 思

います。

• 今後と も 自由な発想を期待し ています。

• 創業 300 年はゴールではなく 、 止まる こ と なく 様々なジャ

ンルに挑戦できる産地であっ てほし いと 思います。

〔 その他〕

• 会場の感じ がすごく 良かっ たので、 こ れから も 頑張っ てく

ださ い。

• 素晴ら し い企画、 運営に感謝し ます。

• 求評会が丹後で開催さ れて嬉し く 思います。 せっ かく 大勢

の方が丹後に来ら れる 機会なので、 和装以外にも 取り 組ん

でいる雰囲気をも っ と 展示し てほし いと 思います。

各部門審査講評

第１ 部（ 和装着尺）
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令
和
２
年
10
月
20
日
～
11
月
１
日
に
か

け
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
丹
後
ち
り
め

ん
創
業
３
０
０
年
「
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｋ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

Ｓ 
Ｉ
Ｎ 
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 
Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

」

に
お
い
て
、
展
示
商
談
会
・
展
示
一
般

公
開
初
日
と
な
る
10
月
21
日
㈬
に
丹
後

織
物
工
業
組
合
今
井
英
之
理
事
長
が
発

表
い
た
し
ま
し
た
「
丹
後
産
地
の
将
来

像
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
　
丹
後
産
地
の
将
来
像
に
つ
い
て

　
本
日
は
ご
多
忙
の
な
か
、
ま
た
遠
方
か

ら
も
丹
後
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０
年
「
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ

Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
丹
後
織

物
工
業
組
合
理
事
長
の
今
井
英
之
で
ご
ざ

い
ま
す
。

約
20
年
ぶ

り
に
丹
後

で
の
開
催

を
決
め
た

も
の
の
、

新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響

で
開
催
す

る
こ
と
す

ら
不
安
で

は
あ
り
ま

し
た
が
、
関
係
各
位
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
先
ほ
ど
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
も
ち
ま
し
て
無
事

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
案
内
で
は
「
丹
後
織
物
産
地
振
興

プ
ラ
ン
の
発
表
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
産
地
の
現
状
や
近
年
の
丹
後
産
地

の
取
り
組
み
、
そ
し
て
丹
後
ち
り
め
ん
創

業
３
０
０
年
を
契
機
に
、
今
後
50
年
、

１
０
０
年
と
織
物
産
地
と
し
て
歩
み
を
続

け
て
い
く
た
め
に
、
い
ま
思
い
描
い
て
い

る
構
想
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
丹
後
地
域
は
、
ち
り
め
ん
が
始
ま

る
よ
り
も
遥
か
昔
、
１
３
０
０
年
以
上
も

前
か
ら
続
く
絹
織
物
の
産
地
で
す
。
丹
後

産
地
の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち
は
、「
丹
後

紬
」
や
「
せ
ん
じ
」
、
「
丹
後
絹
精
好
」
な

ど
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
が
、
江
戸
時

代
中
期
、
丹
後
で
相
つ
ぎ
起
こ
っ
た
大
飢

饉
に
よ
り
人
々
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
ま

し
た
。
こ
の
状
況
を
救
う
た
め
立
ち
上
が

っ
た
の
が
、
地
元
峯
山
藩
の
一
人
の
男
「
絹

屋
佐
平
治
」
と
加
悦
谷
地
域
の
３
人
の
始

祖
た
ち
で
す
。
始
祖
た
ち
は
、
当
時
流
行

し
て
い
た
西
陣
の
「
ち
り
め
ん
織
り
」
の

技
法
を
奉
公
し
な
が
ら
学
び
、
地
元
に
帰

郷
し
た
あ
と
、
改
良
に
改
良
を
重
ね
、
今

ま
で
に
な
い
丹
後
独
自
の
「
ち
り
め
ん
」

を
創
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
も
織
り

継
が
れ
る
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
起
源
で

す
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
３
０
０
年
前
、

１
７
２
０
年
の
出
来
事
で
す
。

　
一
昨
年
、
５
月
に
日
本
史
家
の
磯
田
先

生
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
丹

後
ち
り
め
ん
が
３
０
０
年
前
に
誕
生
し

た
」
こ
と
の
証
拠
と
な
る
『
獅
子
崎
村
（
し

い
ざ
き
む
ら
）
』
と
い
う
古
文
書
を
発
見
し

た
の
で
寄
贈
し
た
い
と
の
電
話
で
し
た
。

　
先
生
い
わ
く
、
獅
子
崎
村
は
雪
舟
「
天

橋
立
図
」
写
生
の
地
と
さ
れ
て
い
て
、
古

文
書
に
よ
る
と
、
田
畑
が
荒
れ
地
に
な
っ

て
１
７
８
２
年
に
は
「
十
軒
ば
か
り
の
村
」

に
な
っ
て
い
た
。
海
辺
で
土
地
が
悪
く
「
作

毛
（
収
穫
）
」
が
上
が
ら
ず
経
営
継
続
が
難

し
い
の
で
、「
五
十
ヵ
年
以
前
よ
り
縮
緬
機

（
ち
り
め
ん
ば
た
）
を
農
業
余
力
に
企
て
、

こ
の
利
潤
で
世
渡
り
を
送
る
」
と
記
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
丹
後
ち
り
め
ん

の
開
始
時
期
が
１
７
２
０
年
代
前
半
で
あ

る
こ
と
を
直
接
的
に
示
す
農
村
の
一
次
資

料
で
す
。
現
在
は
京
都
府
郷
土
資
料
館
に

預
か
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
幾
度
か
の
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
て
、

西
陣
、
室
町
の
皆
様
と
先
人
の
お
か
げ
に

よ
り
伝
承
さ
れ
た
丹
後
の
織
物
業
は
、
こ

の
地
域
の
一
大
産
業
と
し
て
発
展
す
る
と

と
も
に
日
本
有
数
の
絹
織
物
産
地
と
し
て

発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
か
ら
30
年
少
し
前
の
昭

和
60
年
代
当
時
の
白
生
地
生
産
目
標
は

３
１
５
万
２
千
反
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
が
、
地
元
の
担
任
理
事
を
し
て
い
た

私
の
父
の
話
で
は
「
最
後
に
踏
ん
張
る
」

と
い
う
意
味
合
い
（
語
呂
合
わ
せ
）
で
生

産
目
標
を
３
１
５
万
２
千
反
と
し
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
は
10
分
の
１

以
下
の
30
万
反
を
割
り
込
み
、
組
合
員
数

も
６
８
０
名
程
度
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
着
物
離
れ
な
ど
需
要
減
退
の
影
響
を
長

年
に
わ
た
り
受
け
続
け
て
き
た
こ
と
、
川

下
か
ら
の
逆
算
形
式
で
価
格
決
定
が
な
さ

れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
低
い
工
賃
で
仕

事
を
受
注
し
て
き
た
こ
と
か
ら
将
来
へ

の
生
活
不
安
も
あ
り
、
後
を
継
が
せ
た
く

な
い
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

織
物
従
事
者
の
高
齢
化
も
進
み
、
組
合
員

の
平
均
年
齢
は
70
歳
前
後
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
織
機
な
ど
生
産
設
備
の
老

朽
化
の
問
題
も
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
組
合
の
加
工
場
に
お
い
て
も
高

い
加
工
技
術
を
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

業
界
環
境
の
悪
化
か
ら
建
物
や
設
備
の
整

備
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

各
事
業
者
に
お
い
て
「
和
装
」
か
ら
「
洋

装
」
へ
転
換
す
る
事
業
者
や
、
下
請
け
的

な
立
場
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、
糸
か

ら
手
当
て
し
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
帯
や
洋
装
地
を
手
掛
け
る
事
業
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者
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
親

事
業
者
の
世
代
交
代
も
随
分
と
進
み
、
若

い
世
代
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
を
求
め
て

海
外
の
展
示
会
へ
出
展
し
、
ま
た
、
そ
う

し
た
経
験
な
ど
を
も
と
に
広
幅
織
機
を
導

入
し
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
技
術
力
で
、

洋
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
分
野

へ
販
路
を
求
め
る
動
き
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
組
合
の
加
工
場
に
お
い
て
は
、

近
年
２
つ
の
加
工
場
で
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、
将
来
へ
向
け
て
人
・
物
な
ど
の
経

営
資
源
の
効
率
化
を
図
り
、
人
材
の
確
保
、

育
成
に
よ
る
さ
ら
な
る
加
工
技
術
の
向
上

や
、
新
た
な
付
加
価
値
加
工
の
導
入
を
進

め
、
国
内
随
一
の
絹
織
物
の
加
工
施
設
と

な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
本
年

３
月
末
を
も
っ
て
１
工
場
へ
と
統
合
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
丹
後
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
持
続
可
能
な

夢
の
あ
る
産
地
へ
変
革
さ
せ
て
い
く
べ
き

と
考
え
、
ど
の
よ
う
な
将
来
を
目
指
す

べ
き
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
か
、
数
年
前
よ

り
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
は
、
産

地
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
か

ら
い
ち
早
く
脱
却
し
、
多
く
の
人
か
ら
魅

力
あ
る
産
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
次
世
代
へ
ま
た
そ
の
次
の
世
代
へ
と
、

丹
後
の
素
晴
ら
し
い
織
物
業
を
継
承
さ

せ
て
い
く
た
め
の
道
し
る
べ
を
作
る
こ
と

が
、
今
の
私
た
ち
世
代
の
使
命
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
丹
後
産
地
と
し
て
今

後
、
大
き
く
２
つ
の
こ
と
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
は
、
精
練
加
工
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
加
工
場
の
建
物
、
設
備
の
老
朽

化
へ
の
対
応
、
そ
し
て
生
産
性
の
向
上
と

機
能
強
化
の
た
め
の
整
備
の
実
現
で
す
。

　
か
つ
て
、
日
本
各
地
の
和
装
産
地
に
は

絹
織
物
を
精
練
加
工
す
る
加
工
場
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
産
地
に
加
工
場
が
あ
る

こ
と
で
、
利
便
性
が
よ
く
生
産
し
た
製
品

の
加
工
後
の
風
合
い
な
ど
が
す
ぐ
に
確
認

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
事
業
者
は
安
心

し
て
も
の
づ
く
り
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
和
装
需
要
の
減
退

と
と
も
に
各
地
に
あ
っ
た
精
練
工
場
は
縮

小
、
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
、
小

幅
の
絹
織
物
を
加
工
で
き
る
主
な
施
設
は

国
内
に
４
工
場
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

　
当
組
合
も
例
外
で
は
な
く
、
最
盛
期
に

は
４
つ
の
工
場
が
稼
働
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
敷
地
内
で
稼
働
す
る
一
工
場
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
産
地
の
拡
大
期
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
加

工
場
は
昭
和
41
年
の
竣
工
で
、
す
で
に
50

年
以
上
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
最
盛
期
に

は
１
日
あ
た
り
白
生
地
１
万
反
も
の
白
生

地
を
加
工
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

１
日
あ
た
り
約
１
千
反
で
す
の
で
、
決
し

て
効
率
が
い
い
工
場
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
な
か
で
、
す

で
に
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
い
う

こ
と
で
動
き
出
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
あ
り
ま
す
。

　
作
業
効
率
、
生
産
性
の
向
上
、
職
員
の

安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
は
「
ト
ヨ
タ
生

産
方
式
」
を
取
り
入
れ
、
外
部
専
門
家
の

指
導
の
下
、
工
場
内
の
総
点
検
を
し
て
い

る
最
中
で
あ
り
ま
す
。
５
Ｓ
は
勿
論
の
こ

と
、
作
業
の
見
え
る
化
な
ど
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
り
な
ど
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
多
く
の
指

摘
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ボ
イ

ラ
ー
の
燃
料
を
重
油
か
ら
天
然
ガ
ス
に
切

り
替
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
組
合
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
来
年
10
月
頃
の
稼

働
を
目
標
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

　
い
ず
れ
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
繋
が
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

加
工
場
に
は
「
洗
え
る
絹
」
を
可
能
に
す

る
「
ハ
イ
パ
ー
ガ
ー
ド
加
工
」
を
は
じ
め

と
す
る
、
多
く
の
特
殊
加
工
技
術
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
技
術
を
活
か
し
て
他
産

地
や
海
外
か
ら
の
加
工
も
受
け
入
れ
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
将
来
に
向
け
た
投
資
と
職
員

の
待
遇
改
善
の
た
め
に
、
非
常
に
厳
し
い

業
界
環
境
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
も
と
、
昨
年

12
月
に
加
工
料
の
値
上
げ
を
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
一
つ
一
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
課
題
に
対
し
て
取
り
組
み
始

め
た
矢
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
世

界
中
で
確
認
さ
れ
、
経
済
・
社
会
活
動
が

短
期
間
で
大
き
く
変
革
し
た
こ
と
は
皆
さ

ん
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
大
き
く
変
わ

っ
て
い
く
世
の
中
、
直
近
に
迫
っ
た
厳
し

い
経
済
環
境
を
乗
り
切
る
術
も
身
に
着
け

て
い
く
必
要
性
に
駆
ら
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
中
長
期
的
に
も
、
こ
れ
ま
で
日
本

文
化
の
象
徴
で
あ
る
「
和
装
」
、「
き
も
の
」

文
化
を
支
え
て
き
た
日
本
最
大
の
絹
織
物

産
地
と
し
て
、
こ
の
加
工
場
が
持
つ
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
高
い
技
術
や
資
産
を

し
っ
か
り
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
、
大
き
な
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
２
つ
目
は
、
丹
後
が
国
内
、
あ

る
い
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
絹
織
物
産

地
に
な
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持

つ
こ
と
で
す
。

　
丹
後
産
地
が
持
つ
織
り
・
加
工
の
技
術

は
勿
論
の
こ
と
、
丹
後
の
文
化
、
自
然
、

食
な
ど
の
背
景
を
一
体
的
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
す
る
こ
と
で
、「
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
産
地
」
と
し
て
国
内
外
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
バ
イ
ヤ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
産
地
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
織

物
業
の
み
な
ら
ず
地
域
全
体
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
も
、
生
産
、
技
術
・
デ
ザ
イ
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ン
開
発
、
ま
た
販
路
開
拓
と
い
っ
た
「
も

の
づ
く
り
」
か
ら
、
産
業
観
光
の
推
進
や

観
光
情
報
の
発
信
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
「
情
報
発
信
」、
そ
し
て
、
消
費
者
へ

の
直
接
販
売
も
行
い
な
が
ら
商
品
開
発
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
機
能
を
強
化
し

て
、
事
業
者
の
Ｂ
to
Ｂ
を
基
本
と
し
た
新

た
な
収
入
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
和
装
分

野
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
丹
後
産

地
で
す
が
、
そ
の
技
術
力
を
も
っ
て
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
新
た
な
分

野
へ
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
を
目

指
す
事
業
者
が
誕
生
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
し
い
織
物
が
産
地
内
で
生
ま

れ
て
い
て
、
こ
の
会
場
内
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
ら
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
多
種
多
様
な
多
様
性
を
持
っ
た
産
地

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

基
に
各
事
業
者
に
よ
っ
て
、
国
内
外
の
展

示
会
な
ど
へ
出
展
し
商
談
を
重
ね
て
き
た

結
果
、
海
外
の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
も
丹

後
の
素
材
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
し
、
国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
が
産
地
機
業
の
も
と
を
訪
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
は
、
海
外
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
丹
後
に
一
定
期
間
滞
在

し
、
事
業
者
と
と
も
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発

に
取
り
組
む
と
い
う
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
レ

ジ
デ
ン
ス
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
後
押
し
し
、
国
内
に

お
け
る
丹
後
産
地
の
認
知
度
を
さ
ら
に
高

め
る
と
と
も
に
、
世
界
へ
向
け
て
丹
後
の

テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
発
信
す
る
た
め
、
２
年

前
に
は
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
世
界

へ
向
け
て
未
来
を
切
り
開
く
、
世
界
に
開

か
れ
た
産
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
意
味
す

る
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
は
、
世
界
的
な
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
北
川
一
成
様

に
制
作
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
で
行
っ

た
ブ
ラ
ン
ド
発
表
会
に
は
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
ア
ロ
ー
ズ
名
誉
会
長
の
重
松 

理
様
に
も

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
つ

な
が
り
は
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ
様

と
丹
後
の
事
業
者
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
開

発
、
販
売
へ
と
発
展
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
創
業

３
０
０
年
事
業
実
行
委
員
会
の
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

玉
田 

泉
さ
ん
、
佐
藤
と
し
ひ
ろ
さ
ん
お
二

人
の
人
脈
に
よ
り
実
現
し
た
こ
と
で
す
。

重
松
さ
ん
以
外
に
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
方
々
を
丹
後
産
地
へ

招
聘
し
て
い
た
だ
き
、
我
々
の
人
脈
で
は

到
底
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
々

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
環
境
を

作
り
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
う
し
た
活
動
が
京
都
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
貢
献
し
た
と
評
価
を
受

け
、
今
年
９
月
に
「
京
都
創
造
者
賞
」
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

京
都
府
さ
ん
や
地
元
２
市
２
町
の
首
長
様

を
は
じ
め
行
政
の
皆
様
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
き
た
お
か
げ
で

あ
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
新
し

い
生
活
様
式
」
の
も
と
、
従
来
、
直
接
取

引
先
に
出
向
い
て
、
ま
た
展
示
会
な
ど
で

対
面
に
よ
る
商
談
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の

が
、
海
外
の
展
示
会
も
含
め
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
商
談
会
」
と
い
う
「
新
た
な
商
談
形
式
」

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
て
産
地
に
呼
び
込
む
だ
け
で
な
く
、

産
地
に
い
な
が
ら
日
本
全
国
と
、
さ
ら
に

は
世
界
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
求
評
会
の
中
で
も
、

ト
ラ
イ
ア
ル
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
に

も
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
将
来
像
に
向
か
う
た
め
に
、

本
日
の
こ
の
発
表
を
も
っ
て
、
組
合
内
や

産
地
内
で
の
議
論
を
一
気
に
加
速
さ
せ
、

組
合
組
織
の
改
革
も
含
め
た
産
地
ビ
ジ
ョ

ン
へ
と
完
成
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
期
２
０
２
１
年
度
に
は
京
都

府
や
地
元
市
町
、
関
係
機
関
の
皆
様
方
と

一
緒
に
な
っ
て
、
産
地
の
将
来
に
つ
い
て

の
議
論
が
で
き
る
よ
う
に
前
向
き
な
取
り

組
み
も
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
０
０
年
前
、苦
労
に
苦
労
を
重
ね
「
丹

後
ち
り
め
ん
」
を
作
り
出
し
て
い
た
だ
い
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た
始
祖
の
方
々
の
思
い
を
、
ま
た
そ
の
後

も
歴
史
的
に
幾
度
と
な
く
苦
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
先
人
の
思
い
を
、
今
後
さ
ら
に

１
０
０
年
、
２
０
０
年
と
繋
げ
る
た
め
、

一
部
の
意
見
・
考
え
で
な
く
、
産
地
全
体

で
徹
底
し
た
議
論
を
重
ね
、
知
恵
を
出
し

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
上
げ
た
２
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
産
地
の
運
命
を
左
右
す
る
大
き
な

決
断
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
織
物
業
」
を
魅
力
あ
る
産
業

に
押
し
上
げ
、
次
の
世
代
、
ま
た
次
の
世

代
へ
と
継
承
す
る
「
第
１
歩
」
を
丹
後
ち

り
め
ん
創
業
３
０
０
年
を
迎
え
る
今
年
、

産
地
全
体
で
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
い
た
だ
い
た
チ
ャ
ン
ス
を
契
機
と

し
、
必
ず
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
お
約
束
し
、
私
か
ら
の
発
表
を
終
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
10
月
21
日

　
　
　
丹
後
織
物
工
業
組
合

理
事
長

　
今
井

　
英
之



　 SILK W EEKS IN  TAN G O  TAN G O  TEXTILE 

EXHIBITIO N の会場で は１ ０ 月２ １ 日、 ２ ２ 日

に「 TAN G O  TEXTILE EXHIBITIO N  in  Rem o 」

と 称し 、 オン ラ イ ン 商談サービ ス Rem o を 活用

し た 展示商談会

を 行いまし た。

　 新型コ ロ ナ ウ

イ ルス の蔓延に

よ り 今 後、 リ ア

ルの商談の機会

が減る こ と を 見

越し 、 丹 後で も

オ ン ラ イ ン を 活

用し た 商談や展

示を 行え る よ う

試行的に 実施し

まし た。

　 SILK  W EEK S IN  T A NGO T A NGO T EX T ILE 
EX HIBIT ION の開幕に あ た り 、 丹後ち り めん 創

業３ ０ ０ 年事業にてこ れま で関わり を 深めてき た
方々にご登壇いただき 、「 丹後織物産地の未来へ～

丹後から 世界へ、 そし て 世界から 丹後へ～」 を テ

ーマにパネルディ スカ ッ ショ ンを 行いまし た。
　 丹後ち り めん創業３ ０ ０ 年事業実行委員会の総

合プロ デュ ーサーを 務める 玉田泉氏・ 佐藤俊博氏、
今回の T A NGO T EX T ILE  EX HIBIT ION の会場設

計を ディ レ ク ショ ン し た株式会社アーキヴィ ジョ

ン 広谷スタ ジオ 広谷純弘氏、 丹後の織物事業者と
し て田勇機業株式会社 田茂井勇人氏、 ク スカ 株式

会社 楠泰彦氏に登壇いただき まし た。 また、 リ ア
ルタ イ ムで株式会社Ｉ ＷＹ フ ァ ッ ショ ン デザイ ナ

ー 岩谷俊和氏、 フ ァ ッ ショ ン ク リ エイ テ ィ ブディ
レ ク タ ー 軍地彩弓氏、 フ ァ ッ ショ ン コ ーディ ネー

タ ー 大塚博美氏に、 zoom を 利用し てリ モート での

参加を いただき まし た。

　 各者よ り 丹後ち り めんの創業３ ０ ０ 年への祝意
表明と 併せてこ れから の丹後産地の姿について語

っ て い た だ い た り 、 １ ０ 月６ 日～１ ９ 日に 渋谷
PA RCO で 行われた 丹後 POPUP イ ベ ン ト で 初披

露と な っ た、 フ ァ ッ ショ ン デザイ ナー岩谷氏によ
る「 き も の巾（ 小巾） 生地で のウェ ディ ン グド レ

ス」 の制作プロモーショ ン映像を ご来場いただいた

方々に見ていただく など、 丹後ちり めん創業３ ０ ０
年を 飾る 華々し いパネルディ スカ ッ ショ ン と なり

まし た。 なお、 こ の模様は Y ouT ube で生配信し て
おり 、 現在も ア ーカ イ ブ と し て 視聴可能で すので

是非と も ご覧く ださ い。

（ 商談の様子）

＊渋谷 PARCO での
　 披露の様子

アーカ イ ブ＠
Yo uTub e

＊岩谷氏 き も の巾（ 小巾）
　 ウェ ディ ングド レ ス

パネルディ スカッ ショ ン

オンラ イ ン商談会

　 当組合では初のオン ラ イ ンでの取り 組みだっ た

ため慣れない部分も あり 、 サービ スの欠点やリ ア

ルでの商談と の両立など様々な課題も あり まし た

が、 今後の活用、 発展に可能性を 感じ ら れる結果

と なり まし た。
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　 丹後ちり めん創業３ ０ ０ 年事業実行員会では、 丹後ち り めん創業３ ０ ０ 年を 迎えた本年、 より

一層の情報発信、 機運醸成を 図るため、 丹後地域内の住民団体が丹後ちり めん３ ０ ０ 年Ｐ Ｒ 事業

と 連携し て行う 事業を 支援する ための交付金対象事業を 募集し 、 住民団体から 交付申請を 受け、

本年１ ０ 月２ ８ 日付けで次のと おり 交付決定を行いまし た。

　 　 ▶ 団体名： ヒ カ リ 美術館（ 京丹後市）

　 　 ▶ 事業名： 丹後ちり めんの茶室のし つら え展「 ソ ーシャ ルディ スタ ンス」

　 丹後ち り めん創業 300 年事業実行委員会で は、

「 Sheila Clif fe × T ango A rtisan」 と 題し 、 丹後ちり

めん創業 300 年アン バサダーのシーラ ・ ク リ フ 氏と

丹後の織物職人のト ーク セッ ショ ン を Y ouT ube 上

で公開し ています。

　 丹後ちり めんに関わる 丹後の職人と 、 イ ギリ ス出

身のき も の研究家と し てき も のの魅力発信など活躍

を 魅せる シーラ ･ ク リ フ 氏が Y ouT ube で今後の丹

後織物、 そし て、 き も の業界について語る 特別企画

です。

新型コ ロ ナウイ ルス 感染拡大の影響によ り 対面で のト ーク が行えないなか、 zoom

を 活用し て行っ ています。 遠隔なら ではのト ーク セッ ショ ンを 是非ご覧く ださ い！

丹後ちり めん創業 300 年 PR 事業交付金の交付決定

丹後ちり めん創業３ ０ ０ 年 Y ouT ube 特別企画

＊再生リ スト は 11 月 13 日現在

　 去る １ １ 月１ 日㈰に丹後織物工業組合特設会場におい

て「 丹後ちり めん未来会議」 を 開催し まし た。
　 本事業は丹後ち り めんの素材・ 技術を 活かし た新たな

事業を 立ち 上げよ う と 試みる 人材の発掘を 行う こ と を 目
的に、 新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大防止のためオン ラ イ

ンにてイ ベント を 開催し まし た。

　 当日は、 株式会社ロ ーカ ルフ ラ ッ グの濱田祐太代表取
締役を フ ァ シリ テータ ーに２ 回のト ーク セッ ショ ン と ワ

ーク ショ ッ プ を 開催し 、 １ ０ ～６ ０ 歳代の２ ４ 名に参加
し ていただき まし た。

　 ト ーク セッ ショ ンは、 柴田織物 柴田祐史代表、 関祥汰

氏と COS KYOTO 株式会社 北林功代表取締役による「 丹
後ち り めんの可能性を 掘り 下げる 」、 アーテ ィ スト  高橋

臨太郎氏と 京都府織物・ 機械金属振興セン タ ー 徳本幸紘
主任研究員による「 地域・ アート と 丹後ちり めん」 と いう 内容で実施し まし た。

　 その後、 グループワーク と し て「 あなた×丹後ち り めんのアイ デアソ ン 」 を テーマに、 参加者を ３ グル
ープにわけ丹後ちり めんに関連するアイ デアを 話し 合い、 各グループから 発表が行われまし た。

丹後ちり めん創業３ ０ ０ 年人材確保事業「 丹後ちり めん未来会議」を 開催し まし た。
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製品のお問い合わせ先

有限会社エイチ・ ケイ・ サムテッ ク 岡山県美作市北山1001　 ℡ 0868-73-6166 

丹後地区代理店

製 造 元

梅 田 機 料 品 店
小 牧 機 料 店
丹後ダイ レ ク ト サービス
ダ イ レ ク ト ・ 今 井
フ ナ ト 機工有限会社

京丹後市網野町浜詰678-29
与謝郡与謝野町算所463
与謝郡与謝野町幾地1652
与謝郡与謝野町石川2324
京丹後市網野町浜詰678-33

℡ 0772-74-0616
℡ 0772-43-1121
℡ 0772-42-4413
℡ 0772-42-4445
℡ 0772-74-0347

現在も 佐和式ダイレクト ジャカード を製造する国内唯一のメーカーです。
西陣ピッチ・ 桐生ピッ チ・ エンド レスピッ チの各社メ カ ジャカ ード に対
応します。 Ｃ Ｇ Ｓ 2 フ ォーマット Mｉ ｎｉ コント ローラ ーを標準搭載
高機能W indowsコ ント ローラー対応今までに培われた豊富な経験と 信
頼性で西陣織、  和装、  タ オル、  インテリア等の生産現場を支えます

ダイレクト ・ ジャカード の主な製品仕様・ タ イ プ

Ｓ Ｅ Ｊ 単動電子ジャカード の主な製品仕様・ タ イ プ

M a d e  i n  J A P A N

西陣ピッチ
エンド レスピッ チ

縦カ セット４００口、 ６００口、 ９００口、 １２００口　 　 　 　 　 桐生ピッチ一体型１０００ 口
８９６口、 １３４４口、 １７９２口、 村 田ＭＺ 、 村 田ＭＯ 、  山田Ｖ２５０ 、 スト ーブリＣＲ５００ 、 マイヤーＨＪ＆ＳＪ 等 

ダイレ クト ・ ジャ カ ード CGS2 M in iコント ローラー搭載

SEJ単動電子ジャ カ ード w indow sコント ローラー搭載
電子ジャ カ ード と し て製織現場のご要望に

お応えいたし ます。  要求仕様に合わせて２ ０ ０ 口から ８ ０ ０ ０ 口
までの針数に対応、 これから の高品位製織を支えます
高機能W indows タッ チパネルコント ローラーを標準搭載しています
標準縦針負荷1 0 00g / 1本強化針仕様 3 0 0 0g /1本

S E J -3 0 7 2
ロッド 駆動式電子ジャカード ＳＥＪ -13 4 4 , ＳＥＪ Ｒ Ｏ Ｄ 16 × 84　 両口平行開口

ＳＥＪ -13 4 4 , ＳＥＪ -2 6 8 8 ,ＳＥＪ -4 0 3 2 ,ＳＥＪ -8 0 6 4　 両口傾斜・ 平行開口チェーン、シャフト 駆動電子ジャカード
その他　 織ネーム織機ＢＳＬ 用電子ジャカード 　 経編み機用電子ジャカード 他

高速ｴﾝﾄﾞ ﾚｽﾀｲﾌﾟ 1344口300rpmMAX

広　 告
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発
行
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数
月

　
十
五
日

編
集
人

　
安
田
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幸
（
頒
布
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格

　
七
〇
円
）

▼
1 2
日
間
に
も
及
ぶ
丹
後
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０
年
を
記
念
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

が
終
了
し
た
。
久
々
の
産
地
内
の
開
催
で
、
会
場
の
整
備
や
初
の
試
み
と
な
る

オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
・
投
票
な
ど
慣
れ
な
い
こ
と
に
色
々
と
バ
タ
バ
タ
し
た
が
、
出

展
者
や
役
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
う
な
か
、
延
べ
１
，
０
０
０
人

を
超
え
る
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、
丹
後
産
地
の
技
術
力
、
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
会
場
内
に
敷
き
詰
め
た
桧
チ
ッ
プ
の
香
り
が
漂
う
会
場
の
雰
囲
気

も
好
評
で
あ
り
、
今
後
の
商
談
の
成
果
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。

（
Ｍ
Ｕ
）

編 集 後 記

共販ニュ ース

７９０ 円（ 税込）特価５１０円（ 税込）

去る１ ０ 月２ ３ 日（ 金）・ ２ ４ 日（ 土）の２ 日間、日本の各地域で

養蚕・ 製糸・ 染織等の生産活動をし ている方や博物館・ 資料館で地

域の方と 一緒になっ て活動し ている方、絹工房等の地域活動をし

ている 方々が相互に意見交換や情報・ 技術の交流を 行う「 シルク

サミ ッ ト 」が大宮アグリ セン タ ー（ 京丹後市大宮町）を 会場に開

催さ れ、全国から 約１ ４ ０ 名の関係者が丹後を訪れまし た。

コ ロ ナ禍で開催が危ぶまれまし たが、１ ８ 年ぶり の丹後地域

での開催と なっ た今回、初日の２ ３ 日には今井英之理事長による

「 丹後ちり めん創業３ ０ ０ 年 世界の絹織物産地を目指し て」と 題

し た基調講演が行われ、その後の研究活動報告では、与謝野町で

「 ひら く 織」の活動を 展開し ている「 ひら く 織実行委員会」の高岡

徹委員長（ 高美機業場： 与謝野町）などから 活動内容や研究発表が

行われまし た。

２ 日 目 の ２ ４ 日 は、約 ４ ０ 名 の 参 加 者 が 組 合 加 工 場 や

「 T A NGO T EX T ILE  EX H IBIT ION」の会場、丹後ち り めん歴史

館を見学さ れまし た。

「 シルク サミ ッ ト 2020 in 丹後」 開催

ジェ ット
サイズ

（ 静電気防止）

五洋電気㈱ダスト ブロー　
㈱タ イ ホーコ ーザイ

静電気が多発する
季節です。ト ラ ブ ル
防止にどう ぞ

ほこ り 飛ばし
逆さ 吹き Ｏ Ｋ
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